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葬儀、法事、ご遺骨、お身体の不調
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● ひ と く ち 法  話 

 私の出身地である鹿児島県は、薩摩藩と呼ばれていたころ浄土真宗（当時一向宗）の信

仰を禁止しました。それは、１５９７年から１８７６年の「信教自由の令」が発布される

までの約３００年におよぶ長い弾圧でした。禁止の理由はいくつか考えられるそうです

が、その一つに増え続ける信徒に対し当時強固な武士社会を築いていた藩が、加賀の一向

一揆を皮切りに全国各地で勃発していた一揆が薩摩藩にも起こりうる可能性を危惧しての

ものであったのではという見方もあります。/弾圧の間、信徒はひそかに船上やガマと呼ば

れる洞窟に集まり信仰を相続していました。しかし、幾度となく行われた取り締まりによ

り多くの念仏者が拷問や処刑を受けました。それでも命がけで信仰守り抜いた人々のこと

を「かくれ念仏」と申しており、現在の鹿児島県の浄土真宗の基盤となっております。/ 

厳しい弾圧の中でもかくれ念仏の人々は、講（こう）というグループをいくつも作り、番

役（ばんやく）と呼ばれるリーダー的人を選び身分には関係なく組織され、取次ぎ役を通

じて本山とつながっていました。/『薩摩のかくれ念仏』から佐々木智憲氏によれば「薩摩

藩においては、浄土真宗以外の宗派を許し、保護して寺院が数多く建立された。…これら

の寺院の役割は、島津家や支配の立場にある人々の先祖の供養や幸せや安泰を願う祈祷を

行う役割を担っていたという。島津家が禁止したのは浄土真宗の「念仏の信心」だった。」 

/当時、一向宗が勢力を拡大していったきっかけとなったことといえば蓮如上人の御文章の

全国配布を見逃すことはできません。『御文章』の内容は一貫して「信心」の伝道です。蓮

如上人が示されたいつでも、どこでも働き続けている南無阿弥陀仏の無条件平等の救いは 

当時、封建制度の差別で苦しむ人々にとってそのまま生きる力となったことは想像に難し

いことではありません。あらためて「かくれ念仏」という響きが有難く感じます。合掌   

※追伸 この度、妙蓮寺住職が９月２２日～２４日まで築地本願寺常例布教に出向させていただきます。 

詳細は築地本願寺新報またはホームページでご確認ください。 

                                                                                       

■第１１回 宗教の歴史から今を知る会 

日時 令和７年 9 月 11日（木曜日） 

 

１８時～お話・語り合い  お話 妙蓮寺住職  

１９時３０分～ ストレッチ体操 

場所 船堀タワーホール  ４０４号  

東京都江戸川区船堀４－１－１ 都営新宿線 船堀駅 徒歩一分



      HP 
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■ 妙蓮寺 秋季お彼岸法要 

日時 ９月２０日（土曜日） 

勤行 １４時～ 『仏説阿弥陀経』  

   １４時４０分頃～ 琵琶法話 ６０分一席 途中休憩あり 

講師 千葉県浄興寺住職 渡邊恒行師 

   

妙蓮寺住職の学友でもある渡邊先生は、９年まえから日本琵琶協会会長、薩摩琵琶 

「正絃会」会長、須田誠舟師の門下生として稽古に励んでおられます。 

この度は、ご法話の最中に琵琶の演奏を交えてのお取次ぎをいただきます。 

琵琶の音色と法話のコラボです！ 

    

１５時４０分時頃 解散 ご希望の方は一之江駅まで送迎いたします。 

 

場所 妙蓮寺 江戸川区一之江２－１７－５ 駐車場有             

 

※ 読経中、お焼香を行っていただきます。  

※ お布施はすべておまかせいたします。    お問合せ 090-6340-9040 

 

                                              

■法話会/講師 東元晃慈師（通例の第２日曜日を変更して外部講師による法話会です。） 

日時 １０月９日（木曜日）  

１４時から読経 『正信偈・和讃』 

１４時３０分頃から ご法話「浄土真宗の信心について」６０分一席 途中休憩あり 

 

講師 東元晃慈師 広島真宗学寮講師 本願寺派輔教 

 

東元先生も妙蓮寺住職の学友であります。現在、広島真宗学寮の講師をされており 

長年にわたり教学の研鑽に励まれております。この度は、「浄土真宗の信心について」 

と題し資料に基づき詳しくお話をいただきます。教学の中心となるテーマです。 

是非、万障お繰り合わせの上お越しください。 

 

１５時４０分頃 解散 ご希望の方は一之江駅まで送迎いたします。 

場所 妙蓮寺 駐車場有 江戸川区一之江 2-17-5 

 

※記念の「築地本願寺まんじゅう」をお土産にどうぞ。 
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■ 写経・法話会   

日時 ８月１０日（日曜日） 
      １４時～写経 『正信偈』他 テキストあり 
      １４時３０分～ 読経『正信偈・和讃』 
      １５時～法話 住職 

１６時頃 解散 
   

場所 妙蓮寺 本堂 駐車場あり 
 
                                               

■ 妙蓮寺クラブ （妙蓮寺を応援してくださる仲間のつどいです） 随時受付中です！  

本山・築地本願寺参拝、築地本願寺合同墓紹介、 築地新報配布・法語カレンダー配布など  

 

入会費 年間 5,000円  協賛金随時受付 

振込先 ゆうちょ銀行/口座番号 00130-0-588019 

 
■ 妙蓮寺の預骨（お骨の保管にお困りの方２年～お預かりできます。）  

初回法要料＋預かり料（２年）４万円 保証金（お骨お返しの際返金）３万円 
 
 


